
  
 

四日市版コミュニティスクール報告書（令和７年度総括） 

 
四日市市立笹川小学校  

 
                    校長  荻田 直樹 

            
 
１ コミュニティスクール（運営協議会）のねらい 

 本校は、学校教育目標を「笹川に学び、笹川を愛し、笹川とともに歩む子どもの育

成」とし、この目標を地域・保護者と共有しながら、学校・家庭・地域が一体となっ

て子どもたちを育む「地域とともにある学校づくり」を進めています。 
 
 
２ コミュニティスクール（運営協議会）の実践について 

（1）教育活動の実践事例 
   ◆ 地域資源・人材を活用した学習活動 

  【１年 焼き芋会】 

   １年生は、生活科の学習で育てたサツマイ

モを使い、地域の方々にご協力いただいて焼

き芋会を行いました。地域の方が遠赤外線グ

リルを使って焼いてくださったおかげで、皮

まで残さず、おいしくいただくことができま

した。 

  【２年 笹川の町、光っている】 

２年生は、多文化共生サロンに行き、日本人と外国にルーツのある人をつなぐ

ために活動している施設があることを知ることができました。 

【３年 わたしたちの住んでいる市の様子】 

   ３年生は、笹川のまちのことを調べました。どの丁にも公園があること、外国

語の名前のお店や標識があることなどが分かり、それをもとに自分たちで地図を

作りました。また、自分の通学路も調べ、通学路にはたくさんの見守り隊の方が

立っていることも分かりました。 

  【４年防災学習】 

   ４年生は、地域の方にお世話になり、防災学習を行いました。笹川東公園にあ

る防災倉庫を見学し、地域防災について教えていただきました。また、災害時の

炊き出し体験をさせていただくことで、防災意識を高めることができました。 
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【５年生 多文化共生教育】 

   ５年生は、コミュニティスクール委員長の

佐々木さんをゲストティーチャーとして招

き、笹川で、多文化共生に取り組む人々の存

在や思いや願いに話していただきました。子

どもたちは、自分では知らなかった、笹川に

住んでいる人々の思いや願いについて、知る

ことができました。 

【６年キャリア教育】 

６年生は、旧笹川東小学校出身の真柴ハファ

エウさんをゲストティーチャーとして招聘し、

自身の体験も入れながら、これから生きていく

上で大切にしてほしいことについて、具体的な

お話をいただきました。ブラジル出身の真柴さ

んからは、進む道はいろいろあり、夢を叶える

ためには、自分の個性や強みを使って叶えてほ

しいなどを教えていただきました。 

◆ 「笹川こどもみまもりたい」との連携 

   「笹川こどもみまもりたい」の地域ボランティアの方が、毎日、危険な交差点等

に立っていただいています。学校及び PTA と連携しながら、登下校中に怪我をし

た子に寄り添っていただくなど、子どもたちの登下校時の安全を図っていただい

ています。 

◆  学校法面の除草作業 

   学校周辺の景観を良くすることで放火や不法投棄等を防ぎ、教育環境をより良

くするため、地域の「ふれあいネット」の方や PTA の協力を得ながら、年２回、

学校法面の除草作業を行っています。 

   【実施日】① 令和７年５月２４日（土）～ ５月３１日（土） 

        ② 令和７年１０月４日（土）～１０月１１日（土） 

◆  小中合同学校運営協議会の開催 

    １小１中の中学校区ということもあり、年２回、小中合同での学校運営協議

会を開催している。義務教育の９年間で、目指す子どもの姿について、共有す

るとともに、共通する教育課題について、意見交換することができました。 

 
（2）コミュニティスクール（運営協議会）の取組による効果 

 年間５回のコミュニティスクール運営協議会を開催する中で、様々な角度から

ご意見をいただき、教育活動に反映することができました。また、授業や行事の

参観を通して、本校の教育活動全般についてご理解いただき、協議会の場では、

たくさんの意見をいただきました。 



学校評価アンケートでは、「地域の人にお世話になっていることを知っています

か」（児童）、「お子さんは家族や地域の人に感謝の気持ちをもっていますか」（保

護者）の項目において、いずれも９０％以上の肯定的な回答が得られました。ま

た、学校の本来業務の見直しが進む中、地域と学校が「学校の応援団」として互

いに当事者意識をもち、共通の目標に向かって取り組むコミュニティ・スクール

としての意識の高まりを感じることができました。 

 
３ 今後に向けて 

今年度も多くの地域の方々にご協力いただき、学習活動が充実したものとなりま

した。教職員の働き方改革や定数不足の問題、いじめや不登校の未然防止、ICT 活用

の推進と情報モラル教育の充実など、今日的な教育課題について、今後も西笹川中

学校区（小中合同）として議論を深め、コミュニティ・スクールの視点からできる

ことはないかを模索していく必要があると考えています。 
今後も、コミュニティスクールにおいて学校づくりビジョン等を共有し、学校と

地域・保護者との結びつきを強くできるよう、地域の参画をめざした学校づくりを

行ってまいります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



   

令和７年度四日市版コミュニティスクール活動報告 

                                          四日市市立笹川小学校  
委員長 佐々木 利昌 

                      校長  荻田 直樹  

 

月 協議会の開催 活動内容 

４   

５ 

第１回学校運営協議会 

５月９日（金）９：４０ 

 

・委員委嘱（委員長選出） 

・授業参観 

・笹川小学校学校づくりビジョンについて 等 

６  

・５月２４日（土）～５月３１日（土） 

法面除草作業 

７ 

第２回学校運営協議会 

（小中合同） 

７月１日（火）９：４０ 

於：本校 

・授業参観 

・小学校・中学校の児童・生徒の様子について
情報交換 

・取組にかかる意見交換 

８ 
 

 
 

９ 

第３回学校運営協議会 
（小中合同） 

９月１０（水）１０：００ 

於：西笹川中学校 

・授業参観 

・小学校・中学校の児童・生徒の様子について
情報交換 

・取組にかかる意見交換 

10 
 

 

・１０月４日（土）～１１日（土） 

法面除草作業 

・１０月１８日（土）運動会参観 

11 

第４回学校運営協議会 
１１月８日（土）９：４０ 

 

・「ささがわ学習発表会」参観 

・児童の様子について情報交換 

12   

１   

２ 

第５回学校運営協議会 

２月３日（火）９：４０ 

 

・授業参観 

・意見交換 

本年度の教育活動を振り返って 

来年度の教育活動に向けて 

３   
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